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森林経営管理制度
新たな森林管理システム

本
市
の
森
林
・
林
業
の

現
状
と
課
題

　
森
林
は
、
木
材
を
生
産
す
る
だ
け
で

な
く
、
土
砂
災
害
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
役
割
や
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
森
林
面
積
は
、１
９
、４
２
２・６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
市
の
面
積
の
約
68
％

を
占
め
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
民
有
林
の

人
工
林
面
積
は
、
８
、５
３
０・９
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
人
工
林
率
は
56
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
優
良
な
人
工
林
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
森
林
に
対
す
る
適
切
な
間

伐
、
保
育
な
ど
に
よ
る
森
林
整
備
が
重

要
な
課
題
で
す
が
、
林
業
の
採
算
性
の

悪
化
な
ど
に
よ
り
林
業
生
産
活
動
が
全

般
的
に
停
滞
し
、
間
伐
、
保
育
な
ど
が

適
正
に
実
施
さ
れ
ず
、
水
源
涵
養
機
能

や
国
土
保
全
機
能
が
十
分
発
揮
で
き
な

い
森
林
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
森
林
の
荒
廃
が
進
む
と
、
台
風
や
大

雨
な
ど
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
が
引
き
起

こ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
森
林

の
公
益
的
な
機
能
が
保
た
れ
る
に
は
、

適
切
で
継
続
的
な
森
林
の
管
理
が
必
要

で
す
。

　
森
林
所
有
者
に
は
適
切
な
森
林
の
管

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
整
備
を

行
う
た
め
に
は
大
変
な
労
力
と
資
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
相
続
問
題

か
ら
個
人
で
森
林
を
管
理
す
る
こ
と
が

非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、個
人
が
所
有
す
る
森
林
は
、

全
国
的
に
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
わ
が
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成

や
災
害
防
止
を
図
る
た
め
、
森
林
整
備

な
ど
に
必
要
な
地
方
財
源
を
安
定
的
に

確
保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
税
お

よ
び
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
国
か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村
へ

の
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の
配
分
が
令

和
元
年
度
か
ら
始
ま
り
、
森
林
課
題
の

解
決
に
向
け
て「
森
林
経
営
管
理
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

森
林
経
営
管
理
制
度

　
こ
の
制
度
は
、

①�

森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
管
理
を
促

す
た
め
責
務
を
明
確
化（
適
時
の
伐
採・

造
林
・
保
育
の
実
施
）

②�

森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
の
経
営
管
理

を
実
行
で
き
な
い
場
合
に
、
市
町
村
が

森
林
の
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
る

〇経営管理意向調査
市が森林所有者に、所有している森林を今後どのように経営管理したいか、意向確認します。
意向調査の結果をもとに、所有森林の今後の経営を市に委託したいと回答いただいた森林所有
者と経営管理の相談をしながら内容を決定します。
〇経営管理を林業経営者に再委託
市に経営管理を委託した場合、林業経営に適した森林（＝収益が見込める森林）は、意欲と能
力のある林業経営者へ経営管理を再委託します。
※伐採により発生した収益は、森林所有者に還元。
〇市が自ら管理
市に経営管理を委託した場合、林業経営に適さない森林（＝収益が見込めない森林）は、森林
環境譲与税を活用し、市が直接管理します。
※伐採により発生した収益は、市の基金に積み立てし、更なる森林整備の原資となります。

③�

森
林
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
意
欲
と

能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
再
委
託

④�

再
委
託
で
き
な
い
森
林
お
よ
び
再
委
託

に
至
る
ま
で
の
間
の
森
林
は
、
市
町
村

が
自
ら
管
理
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
経
営
の
効
率
化

と
森
林
の
管
理
の
適
正
化
を
促
進
す
る
も

の
で
す
。

　
令
和
元
年
度
に
お
い
て
、
森
林
経
営

管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
に
向
け

た
林
地
台
帳
の
整
備
を
行
い
、
令
和
２

年
度
で
大
平
地
区
を
対
象
に
意
向
調
査

の
事
前
調
査
と
し
て
、
林
地
台
帳
に
記

載
の
あ
る
山
林
の
現
状
把
握
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
で
は
、
大
平
地
区
を
除
く

市
内
の
森
林
の
所
有
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
令
和
４
年
度
で

は
、
令
和
２・
３
年
度
に
森
林
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
森
林
所
有
者
に
対

し
、
市
全
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま

と
め
た
結
果
の
報
告
と
森
林
経
営
管
理

制
度
に
つ
い
て
の
概
要
を
送
付
す
る
と

と
も
に
、
市
全
体
に
お
け
る
集
積
計
画

の
策
定
が
必
要
と
な
る
収
入
が
見
込
め

る
山
林
、
災
害
防
止
の
た
め
に
間
伐
が

必
要
な
山
林
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
適
切
な
経
営
管
理

が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
よ
り
、
優
先
度

の
高
い
区
域
か
ら
順
次
意
向
調
査
を
行

い
、
森
林
の
管
理
状
況
や
経
営
管
理
の

委
託
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行

い
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

対

象

区

域

の

選

定

意

向

調

査

現

地

調

査

委
託
の
条
件
を
相
談

経
営
管
理
権
集
積
計
画
の
作
成

経
営
管
理
権
の
設
定

経
営
管
理
権
の
実
施

期

間

満

了

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度
か
ら
順
次

令
和
５
年
度
か
ら
順
次

令
和
５
年
度
か
ら
順
次

令
和
５
年
度
か
ら
順
次

令
和
５
年
度
か
ら
順
次

森林の経営管理の委託の流れ
◎適切な経営管理がされていない森林が対象になります。

▲間伐が行われていない森林は土砂災害の原因となります
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